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調査方法と回答者の状況

男女共同参画を図る取組の一環として、2007（平成19）年から数年ごとに職員の意

識調査アンケートを行ってきました。このパンフレットは 2016（平成28）年に行われ

た第４回調査の結果を要約したものです。詳しい報告は以下でご覧ください。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/chishiki/guidebook/index.html

（１）調　査　対　象　全ての役職員　1,544 名
（２）回　答　方　法　専用webサイトで回答、または回答用紙に記入
（３）回　答　期　間　平成 28年 10月 7日～ 11月 4日
（４）設　問　数　フェイスシート 12問、本質問 36問の合計 48問
（５）回　答　数　合計　696名（回答率 45％）

回答者の年齢構成 配偶者（パートナー）の有無
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男女共同参画
意識調査

－2016年の結果から－



ワークライフバランスを望むが、現実は仕事を優先しがち

ワークライフバランスには様々な勤務形態を選択できることが有効

業務の阻害要因は研究以外の仕事（研究職）、人員不足（一般職）
促進要因は職場の雰囲気、指導者、家庭

管理職を希望する割合は依然として少ない
管理職になるインセンティブやメリットが小さいと考える職員が多い

子育てはまだ女性主体？ 仕事と介護の両立のための
制度等の周知が必要

キャリア育成には能力の適切な評価がいちばん大事 

＊設問が複数選択であるため、職種ごとの総和は必ずしも100%となりません。
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「研究業務以外の雑務、各種手続き等が多すぎる。」40 代研究職
男性

「研究以外の経験と研究者間の交流。」40代研究職男性
「高い専門性が必要とされる分野（情報管理、広報、特許など）についてはスペシャリストの採用や育成を図るべき。」50代研究職男性

「特定の個人に仕事が集中する状況の改善が必要。」40代研究職男性
「色々な制度が整っていたとしても、周りの人達からの心からの理解が無ければ、意味がない。」40代一般職女性

「管理職に対するインセンティブが少ない。『大変な』管理職業務に対して『見返り』となるものがあればなりたいという人が増
えるのでは。」40代研究職男性
「力量もないのに部下を指導する立場になる精神的苦痛。管理職のメリットが見えない。余計な仕事が増えて面倒だと思われて
いる。」40代一般職女性

「他者に代替できない出張と配偶者の急病が重なった場合に
は対応に困る。」40代一般職男性
「簡単に出張にいけないなど、産むまでよりも復帰してから
の負担の方が深刻。」30代研究職女性

「一対一の相談やカウンセリング以外に、同じ境遇にある方々
の情報交換や共感の場を設けることで、職場の実態把握、今
後の政策立案への参考、周囲への啓発等の効果が期待され
る。」50代一般職男性

「単身赴任は極力避けて欲しい。単
身赴任となった場合は、可能な限り、
自宅に戻るためのサポートをお願い
したい。」40代研究職男性
「在宅勤務制度やフレックスタイム
の導入により、事務職でも柔軟な勤
務を希望します。」40代一般職女性

「新たな取り組みに対して『失敗してもいいからやってみ
ろ』といった組織全体の気概。」40代一般職男性
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子育てによる時間的制約は男女共通だが、男性は「配偶者が病
気の時」、女性は「自分が病気の時」の対応が困難とした割合が
高く、子育ての主体感に男女差。

仕事と子育ての両立に関する問題や困難は？
仕事と介護の両立のための支援について
必要と思うものは ? 
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